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（１） ７００ＭＨｚ帯ＬＴＥ⇒ＴＶ放送共用条件に関する調査検討について 

 情報通信審議会携帯電話等高度化委員会において、７００ＭＨｚ帯を使用する移動通信システムに係る
干渉検討として、ＴＶ放送を含む隣接システムとの干渉検討が行われてきている。 
 

 本干渉検討については、平成２３年５月に一次答申された同委員会報告書において、「ＴＶ放送とＬＴＥ
との最終的な共用の条件については、モデルの精査や実機による実証試験などによる更なる精査が必
要である」とされており、これを受けて、当該調査に関する技術試験事務が行われることとなった。 
 

 弊社は、本技術試験事務の請負者として、以下の項目について、今後検討を進めていく予定である。 
1. ＬＴＥ移動局（送信側）と地上デジタルＴＶ放送受像機（受信側）との所要ガードバンド幅等の共用条

件に関する調査検討 
2. ＴＶ放送受信用ブースターへの過入力に関する調査検討 

実証実験 

とりまとめ・資料作成 

データ分析、検討、等 

技術試験事務スケジュール 

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

6/16 
調査検討会#1 

3/21 
納期 

技術試験 
事務 

8/17 
調査検討会#2 

調査 
検討会#3 
（予定） 

調査 
検討会#4 
（予定） 

これまでの 
検討項目 
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（２） 実験目的と評価のポイント 

【実験目的】 
○ 離隔距離、ガードバンド幅、ＬＴＥ移動局の送信レベル、地上デジタルＴＶ放送信号の受信レベルをパラ

メータとして、地上デジタルＴＶ放送受像機の受信に影響を与えない条件を明確にする。 
○ ＬＴＥ基地局及び移動局の送信レベル、地上デジタルＴＶ放送信号の受信レベル、使用する周波数をパ

ラメータとして、ブースターを経由した地上デジタルＴＶ放送受像機の受信に影響を与えない条件を明確
にする。 

 
【評価のポイント】 

① ＬＴＥ上り信号による帯域内干渉（スプリアス） 
② ＬＴＥ上り／下り信号による帯域外干渉（ブロッキング） 
③ ＬＴＥ上り／下り信号によるイメージ干渉（ＴＶ受像機のＩＦ周波数変換による） 
④ ＬＴＥ上り信号（バースト送信時）によるレベル変動（ＴＶ受像機のＡＧＣ性能による） 
⑤ ＬＴＥ上り／下り信号による相互変調歪（ＴＶ受像機 または ブースタ内で発生） 

５１ ５２ ５０ 
710 704 698 692 716 746 758 764 

４９ 
686 

５３ ５４ ５５ ５６ ５７ ５８ ５９ ６０ ６１ ６２ 
722 728 734 740 752 770 

ＴＶ放送の周波数配置 
ＴＶ放送受像機の 

受信フィルタ特性イメージ 

５１ ５２ ５０ ＵＬ ＤＬ 
710 704 698 692 

４９ 
686 

帯域幅１５ＭＨｚの場合 

ＰＡの３次歪 

帯域幅１５ＭＨｚの場合 

ＰＡの３次歪 

① 

② 

⑤ 
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（２） 実験における周波数配置について 

【考慮すべき点】 
 ・国際ハーモナイズの観点から、ＡＷＧ帯域の一部と共用できること 
 ・周波数有効利用の観点から、ＧＢを極力狭くすること 
 

 ⇒ ＡＷＧ帯域の周波数上端を基点に、ＴＶ放送との共用条件を満たす帯域幅を検討 
   - ＴＶチャネルが７１０ＭＨｚを上端に、６ＭＨｚ幅で配置されていること 
   - ＬＴＥチャネル幅が、５、１０、１５、２０ＭＨｚの、５ＭＨｚステップであること 
    

  ・ＧＢ幅８ＭＨｚの場合 ＵＬ：７１８～７４８ＭＨｚ、ＤＬ：７７３～８０３ＭＨｚ 
  ・ＧＢ幅１３ＭＨｚの場合 ＵＬ：７２３～７４８ＭＨｚ、ＤＬ：７７８～８０３ＭＨｚ 

DL 51 52 50 UL 

710 704 698 692 748 803 

AWG UL 

748 703 

AWG DL 

803 758 

49 

686 

Band12 UL 

716 698 

Band12 DL 

746 728 

試作ＤＵＰ ＵＬ 

748 718 

試作ＤＵＰ ＤＬ 

803 773 

試作DUPの帯域 

3GPP Band12 
の帯域 

スケジュールを考慮し、当
初は、３ＧＰＰ Ｂａｎｄ１２
対応ＤＵＰで実験を行う 

試作完成後は、試作ＤＵＰ
で実験を行う 
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総合試験  

（３） 実験項目について 

ブースタ 
飽和 

帯域内 
干渉 

帯域外 
干渉 

ブースタ飽和量試験 

ブースタ 
飽和 

干渉要因： 
ブースタ飽和 

ＴＶ受像機総合試験 

帯域内 
干渉 

帯域外 
干渉 

干渉要因：帯域内 or 帯域外干渉 帯域内干渉試験 

帯域内 
干渉 

干渉要因： 
帯域内 干渉 

干渉要因： 
帯域外干渉 

帯域外干渉試験
(LTE UL) 

帯域外 
干渉 

帯域外干渉試験  
(LTE DL) 

帯域外 
干渉 

LTE ULの場合 

LTE DLの場合 

実験３：総合試験 
     （①～⑤） 

実験２： 
ブースタへの影響評価 
（②） 

項目１：総合試験 
     （①～⑤） 

項目２：帯域内干渉 
     （①） 

項目３：帯域外・イメージ干渉 
     （②～④） 

実験１ ：ＴＶ受像機への影響評価 

実験対象機器 
 ＴＶ受像機：１５機種 
 録画機器：４機種 
 簡易チューナー：４機種 
 車載機：２機種 

実験対象機器 
 ブースタ：１１機種 
 録画機器：３機種 

実験対象機器 
 ＴＶ受像機等２３機種＋ブースタ１機種 
  ＴＶ受像機１５機種 
  録画機器：４機種 
  簡易チューナー：４機種 

＊ 今回の中間報告は、実験１－項目２、３と実験２のみ（３ＧＰＰ Ｂａｎｄ１２対応ＤＵＰで実施）。今後、残りの項目について実施予定。さらに、試作ＤＵＰでもすべての項目を実施する予定 
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（３） 実験構成 実験１ー項目１（ＴＶ受像機総合試験） 

ＩＳＤＢ－Ｔ 
（放送波） 

ＩＳＤＢ－Ｔ×８ｃｈ 
（ダミー） 

ＤＩＶ ＡＴＴ 
ＴＶ受像機 

ＴＶ受像機 

ＴＶ受像機 

ＴＶ受像機 

ＤＩＶ ５０Ω/７５Ω ＤＩＶ 

ＳＧ 
（ＲＦＩＣ） 

Ｂａｎｄ１２ 
ＤＵＰ 

ＰＡ 

ＳＧ 

ＬＴＥ下り信号 
ＤＩＶ 

ＢＰＦ ＡＴＴ ＡＭＰ 

ＡＴＴ 

ＤＴＶ 

ＬＴＥ上り信号 

ＡＴＴ 

ＬＴＥ上りを可変にし
て入力限度を調査 

下記のパラメータを変化させ、ＴＶ受像機にブロックノイズが発生しないＬＴＥ信号のレベルを求める。 

ＬＴＥ入力信号種別 上り信号のみ、上り＋下り信号の２通り 

ＬＴＥ上り入力信号レベル可変幅 －８８ ～ ー８ｄＢｍ 

ＧＢ幅 ８ＭＨｚ 

ＬＴＥ帯域幅（上り信号ＲＢ数） １５ＭＨｚ （７５） 

ＬＴＥ上り信号連続性 連続波（１００％）、バースト（１０％） 

確認するＴＶチャネル ４９ｃｈ 

ＤＴＶの入力レベル（フルセグ） －７７，－７２，－６７，－６５，－６０，－５０，－４０ｄＢｍ 

ＤＴＶの入力レベル（ワンセグ） －９１，－８６，－８１，－７９，－７４，－６４，－５４ｄＢｍ 



8 

（３） 実験構成 実験１ー項目２（ＴＶ受像機帯域内干渉試験） 

ＩＳＤＢ－Ｔ 
（放送波） 

ＩＳＤＢ－Ｔ×８ｃｈ 
（ダミー） 

ＤＩＶ ＡＴＴ 
ＴＶ受像機 

ＴＶ受像機 

ＴＶ受像機 

ＴＶ受像機 

ＤＩＶ ５０Ω/７５Ω ＤＩＶ 

ＳＧ 
（ＲＦＩＣ） 

Ｂａｎｄ１２ 
ＤＵＰ 

ＰＡ 

ＳＧ 

ＬＴＥ下り信号 
ＤＩＶ 

ＢＰＦ ＡＴＴ ＡＭＰ 

ATT ＡＴＴ 

ＤＴＶ 

ＬＴＥ上り信号 

ＡＴＴ 

ＬＴＥ上りを可変にして入
力限度を調査 

下記のパラメータを変化させ、ＴＶ受像機にブロックノイズが発生しないＬＴＥ信号のレベルを求める。 

ＬＴＥ入力信号種別 上り信号のみ 

ＬＴＥ入力信号レベル可変幅 －８８ ～ ー８ｄＢｍ 

ＧＢ幅 ８、１３ＭＨｚ 

ＬＴＥ帯域幅（上り信号ＲＢ数） １５ＭＨｚ（７５）、１５ＭＨｚ（１） 

ＬＴＥ上り信号連続性 連続波（１００％） 

確認するＴＶチャンネル 
ＧＢ８ＭＨｚ時：１９、２９、４２、４７、４８、４９ｃｈ 
ＧＢ１３ＭＨｚ時：４７、４８ｃｈ 

ＤＴＶの入力レベル（フルセグ） －７７ｄＢｍ 

ＤＴＶの入力レベル（ワンセグ） －９１ｄＢｍ、ﾜﾝｾｸﾞ帯域（４２９ｋＨｚ）ではー１０２ｄＢｍ 

ＬＰＦ 
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（３） 実験構成 実験１ー項目３（ＴＶ受像機帯域外・イメージ干渉試験） 

ＩＳＤＢ－Ｔ 
（放送波） 

ＩＳＤＢ－Ｔ×８ｃｈ 
（ダミー） 

ＤＩＶ ＡＴＴ 
ＴＶ受像機 

ＴＶ受像機 

ＴＶ受像機 

ＴＶ受像機 

ＤＩＶ ５０Ω／７５Ω ＤＩＶ 

ＳＧ 
ＢＥＦ 

（１５ｃｈ） 
ＰＡ 

ＬＴＥ上り信号 

ＢＥＦ 
（１９ｃｈ） 

ＢＥＦ 
（２９ｃｈ） 

ＢＥＦ 
（３６ｃｈ） 

ＢＥＦ 
（４２ｃｈ） 

ＢＥＦ 
（５２ｃｈ） 

ＳＧ 

ＬＴＥ下り信号 
ＤＩＶ 

ＢＰＦ ＡＴＴ ＡＭＰ 

ＡＴＴ 

ＡＴＴ 

ＡＴＴ 

可変値 

ＡＴＴ 
可変値 

ＴＶ受像機帯域外 ＴＶ受像機帯域外 イメージ干渉試験 

ＬＴＥ入力信号種別 上り信号のみ 下り信号のみ 上り信号のみ 

ＬＴＥ入力信号レベル可変幅 －８８ ～ ー８ｄＢｍ －８０ ～ ー０ｄＢｍ －８８ ～ ー８ｄＢｍ 

ＧＢ幅 ８、１３ＭＨｚ ８１ＭＨｚ ８ＭＨｚ 

ＬＴＥ帯域幅 
（上り信号ＲＢ数） 

５ＭＨｚ（２５）、１０ＭＨｚ（５０）、 
１５ＭＨｚ（７５）、２０ＭＨｚ（１００） 

１５ＭＨｚ×２波 １５ＭＨｚ（７５） 

ＬＴＥ上り信号連続性 連続波（１００％）、バースト（１０、２０、５０％） ー 連続波（１００％） 

確認するＴＶチャンネル １９、２９、４２、５２ｃｈ ４９ｃｈ １５、３６ｃｈ 

ＤＴＶの入力レベル（フルセグ） 
－６５ｄＢｍ  
（バースト波入力でー７７ｄＢｍ入力より劣化する
レベル） 

－７７，－７２，－６７，－６５，－６０，
－５０，－４０ｄＢｍ 

－６５ｄＢｍ 
（イメージ干渉有無確認のため帯域外干渉試
験と同一値で実施） 

ＤＴＶの入力レベル（ワンセグ） 
－７９ｄＢｍ  
（バースト波入力でー９１ｄＢｍ入力より劣化する
レベル） 

－９１，－８６，－８１，－７９，－７４，
－６４，－５４ｄＢｍ 

－７９ｄＢｍ 
（イメージ干渉有無確認のため帯域外干渉試
験と同一値で実施） 

下記のパラメータを変化させ、ＴＶ受像機にブロックノイズが発生しないＬＴＥ信号のレベルを求める。 

ＤＴＶ 
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（３） 実験構成 実験２（ブースタ飽和量評価試験） 

ＳＧ 

ＩＳＤＢ－Ｔ 
（放送波） 

ＩＳＤＢ－Ｔ×８ｃｈ 
（ダミー） 

ＳＧ 

ＬＴＥ下り信号 

ＤＩＶ ＡＴＴ 

ＤＩＶ 

ＢＰＦ 

ＴＶ受像機 ブースタ 

５０Ω／７５Ω ＬＴＥ上り信号 ＤＩＶ 

ＬＰＦ 

ＡＴＴ 
ＢＥＦ 

（４６ｃｈ） 

ＡＴＴ 

ＢＥＦ 
（５２ｃｈ） 

ＡＭＰ 

ＤＩＶ 

ＴＶ受像機 ブースタ ＬＰＦ 
ＡＴＴ 

ＬＴＥ上り可変 

ＡＴＴ 

ＬＴＥ下り可変 

ＬＴＥ上り、下り主波の 
影響を除去するためにＬＰＦ挿入 

ＬＴＥ入力信号種別 上り信号のみ 下り信号のみ 上り＋下り 

ＬＴＥ入力信号レベル可変幅 －９０ ～ ー１０ｄＢｍ －８５ ～ ー５ｄＢｍ 
－８５ ～ ー５ｄＢｍ 
ＬＴＥ上り入力信号レベルは、ブースター等の飽和点レベル、また、そこから３ｄＢ/５ｄＢ
低い値を設定。その際に、ＬＴＥ下り入力信号レベルを可変とした 

ＧＢ幅 ８、１３ＭＨｚ ６３ＭＨｚ ８ＭＨｚ 

ＬＴＥ帯域幅 
（上り信号ＲＢ数） 

１５ＭＨｚ（７５） １５ＭＨｚ×２波 １５ＭＨｚ（７５） 

ＬＴＥ上り信号連続性 連続波（１００％） ー 連続波（１００％） 

確認するＴＶチャンネル ４６、５２ｃｈ ４６、５２ｃｈ ４６、５２ｃｈ 

ＤＴＶの入力レベル －７７、３９ｄＢｍ －７７、３９ｄＢｍ －７７、３９ｄＢｍ 

下記のパラメータを変化させ、ＴＶ受像機にブロックノイズが発生しないＬＴＥ信号のレベルを求める。 

ＤＴＶ 
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（３） 実験構成 実験３（総合試験） 

ＩＳＤＢ－Ｔ 
（放送波） 

ＩＳＤＢ－Ｔ×８ｃｈ 
（ダミー） 

ＤＩＶ ＡＴＴ 
ＴＶ受像機 

ＴＶ受像機 

ＴＶ受像機 

ＴＶ受像機 

ＤＩＶ ５０Ω/７５Ω ＤＩＶ 

ＳＧ 
（ＲＦＩＣ） 

Ｂａｎｄ１２ 
ＤＵＰ 

ＰＡ 

ＳＧ 

ＬＴＥ下り信号 
ＤＩＶ 

ＡＴＴ 

ＡＴＴ 

ＤＴＶ 

ＬＴＥ上り信号 

ＡＴＴ 

ＬＴＥ上りを可変にして
入力限度を調査 

ブースタ 

ＬＴＥ入力信号種別 上り信号のみ 上り＋下り 

ＬＴＥ入力信号レベル可変幅 
ー８８ ～ ー１６ｄＢｍ 
（ブースタの飽和発生のため最大－１６ｄＢｍ） 

ー８８ ～ ー１６ｄＢｍ 
ＬＴＥ下り入力信号レベルをー４５、ー４０、ー３５ｄＢｍにそれぞれ固定し
て、ＬＴＥ上り入力信号レベルを可変とする。 

ＧＢ幅 ８ＭＨｚ ８ＭＨｚ 

ＬＴＥ帯域幅 
（上り信号ＲＢ数） 

１５ＭＨｚ（７５） １５ＭＨｚ（７５） 

ＬＴＥ上り信号連続性 連続波（１００％）、バースト（１０％） 連続波（１００％）、バースト（１０％） 

確認するＴＶチャンネル ４９ｃｈ ４９ｃｈ 

ＤＴＶの入力レベル ー７７、ー７２ｄＢｍ ー７７、ー７２ｄＢｍ 

下記のパラメータを変化させ、ＴＶ受像機にブロックノイズが発生しないＬＴＥ信号のレベルを求める。 
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（４） 実験結果（中間報告） 実験１ー項目２（ＴＶ受像機帯域内干渉試験） 

各項目ごとの最悪の特性を示した機種のデータを以下に示す。 

ＧＢ＝８ＭＨｚ ＧＢ＝１３ＭＨｚ 

ＤＴＶ ＣＨ （＊１） １９（２２） ２９（３２） ４２（４５） ４７（５０） ４８（５１） ４９（５２） ４７（５１） ４８（５２） 

ＬＴＥ上り信号ＲＢ数 １ ７５ １ ７５ １ ７５ １ ７５ １ ７５ １ ７５ １ ７５ １ ７５ 

①ＤＴＶ信号レベル 
（ｄＢｍ／６ＭＨｚ） 

－７７ －７７ －７７ －７７ －７７ －７７ －７７ －７７ 

②ＡＴＴ減衰量（ｄＢ） ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １3 ３2 ０ ０ ０ ３ 

③ＡＴＴ＝０ｄＢにおける 
ＤＴＶへのスプリアス入力値 

（ｄＢｍ／６ＭＨｚ） 
ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー －９０ －６９ ー ー ー －９３ 

④ＤＴＶへの入力スプリアス限
度（ｄＢｍ／６ＭＨｚ）（③-②） 

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー －１０３ －１０１ ー ー ー －９６ 

Ｄ／Ｕ比 （①-④）（ｄＢ） ー － － ー ー － － ー － ー ２６ ２４ － － ー １９ 

（＊１） 測定したＴＶチャンネルを記載（括弧内は実際の周波数配置を想定した場合のＴＶチャンネルを記載） 

（フルセグ受像機） 

（ワンセグ受像機） 

ＧＢ＝８ＭＨｚ ＧＢ＝１３ＭＨｚ 

ＤＴＶ ＣＨ （＊１） １９（２２） ２９（３２） ４２（４５） ４７（５０） ４８（５１） ４９（５２） ４７（５１） ４８（５２） 

ＬＴＥ上り信号ＲＢ数 １ ７５ １ ７５ １ ７５ １ ７５ １ ７５ １ ７５ １ ７５ １ ７５ 

①ＤＴＶ信号レベル 
（ｄＢｍ／４２９ｋＨｚ） 

－１０２ －１０２ －１０２ －１０２ －１０２ －１０２ －１０２ －１０２ 

②ＡＴＴ減衰量（ｄＢ） ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １６ ０ ０ ０ １ 

③ＡＴＴ＝０ｄＢにおける 
ＤＴＶへのスプリアス入力値 

（ｄＢｍ／４２９ｋＨｚ） 
ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー －１００ ー ー ー －１０６ 

④ＤＴＶへの入力スプリアス限度 
（ｄＢｍ／４２９ｋＨｚ）（③-②） 

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー －１１６ ー ー ー －１０７ 

Ｄ／Ｕ比 （①-④）（ｄＢ） － ー － ー － ー － － ー － ー １４ ー － ー ５ 

（＊１） 測定したＴＶチャンネルを記載（括弧内は実際の周波数配置を想定した場合のＴＶチャンネルを記載） 
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（４） 実験結果（中間報告） 実験１ー項目３（ＴＶ受像機帯域外干渉試験） 

ＤＴＶ ＣＨ １９ ２９ ４２ ５２ 

ＬＴＥ上り信号帯域幅 
５、１０、１５、 
２０ＭＨｚ 

５、１０、１５、 
２０ＭＨｚ 

５、１０、１５、 
２０ＭＨｚ 

５、１０、１５、 
２０ＭＨｚ 

①ＤＴＶ信号レベル 
（ｄＢｍ／６ＭＨｚ） 

－６５ －６５ －６５ －６５ 

ＬＴＥ上り信号連続性 バースト（１０％） バースト（１０％） バースト（１０％） バースト（１０％） 

②ＡＴＴ減衰量（ｄＢ） ８ １１ １８ ３０ 

③ＤＴＶへのＬＴＥ入力電力 
（－８ｄＢｍ－②）（ｄＢｍ） 

－１６ －１９ －２６ －３８ 

Ｄ／Ｕ比（ｄＢ） （①-③） －４９ －４６ －３９ －２７ 

ＤＴＶ入力端での、ＡＴＴ＝０ｄＢにおけるＬＴＥ上り信号入力レベル：ー８ｄＢｍ 

（１） ＬＴＥ入力信号：上りのみ 

（フルセグ受像機） 

（ワンセグ受像機） 

ＤＴＶ ＣＨ １９ ２９ ４２ ５２ 

ＬＴＥ上り信号帯域幅 
５、１０、１５、 
２０ＭＨｚ 

５、１０、１５、 
２０ＭＨｚ 

５、１０、１５、２
０ＭＨｚ 

５、１０、１５、 
２０ＭＨｚ 

①ＤＴＶ信号レベル 
（ｄＢｍ／６ＭＨｚ） 

-７９ -７９ -７９ -７９ 

ＬＴＥ上り信号連続性 バースト（５０％） バースト（５０％） バースト（５０％） バースト（５０％） 

②ＡＴＴ減衰量（ｄＢ） ３ ４ １２ ２２ 

③ＤＴＶへのＬＴＥ入力電力 
（－８ｄＢｍ－②）（ｄＢｍ） 

－１１ －１２ －２０ －３０ 

Ｄ／Ｕ比（ｄＢ） （①-③） －６８ －６７ －５９ －４９ 

各項目ごとの最悪の特性を示した機種のデータを以下に示す。 

ＤＴＶ入力端での、ＡＴＴ＝０ｄＢにおけるＬＴＥ上り信号入力：ー８ｄＢｍ 

（２） ＬＴＥ入力信号：下りのみ 

ＤＴＶ ＣＨ ４９（５２） 

ＬＴＥ下り帯域幅 ＬＴＥ1５Ｍ ×２波 

①ＤＴＶ信号レベル 
（ｄＢｍ／６ＭＨｚ） 

－７７ －７２ －６７ －６５ －６０ －５０ －４０ 

②ＡＴＴ減衰量（ｄＢ） ３８ ３２ ２７ ２５ １９ １３ ５ 

③ＤＴＶへの入力電力 
（０ｄＢｍー② ） 

（ｄＢｍ） 
－３８ －３２ －２７ －２５ －１９ －１３ －５ 

Ｄ／Ｕ比（ｄＢ） 
（①-③） 

－３９ －４０ －４０ －４０ －４１ －３７ －３５ 

ＤＴＶ ＣＨ ４９（５２） 

ＬＴＥ下り帯域幅 ＬＴＥ1５Ｍ ×２波 

①ＤＴＶ信号レベル 
（ｄＢｍ／６ＭＨｚ） 

－９１ －８６ －８１ －７９ －７４ －６４ －５４ 

②ＡＴＴ減衰量（ｄＢ） ２５ ２０ １５ １２ ７ ３ ０ 

③ＤＴＶへの入力電力
（０ｄＢｍー② ） 

（ｄＢｍ） 
－２５ －２０ －１５ －１２ －７ －３ ０ 

Ｄ／Ｕ比（ｄＢ） 
（①-③） 

－６６ －６６ －６６ －６７ －６７ －６１ －５４ 

ＤＴＶ入力端での、ＡＴＴ＝０ｄＢにおけるＬＴＥ下り信号入力レベル：０ｄＢｍ 

ＤＴＶ入力端での、ＡＴＴ＝０ｄＢにおけるＬＴＥ下り信号入力レベル：０ｄＢｍ 

（フルセグ受像機） 

（ワンセグ受像機） 
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（４） 実験結果（中間報告） 実験２（ブースタ飽和量評価試験） 

ＧＢ＝８ＭＨｚ ＧＢ＝１３ＭＨｚ 

ＤＴＶ ＣＨ ４６ ５２ ４６ ５２ 

ＤＴＶ 信号レベル（ｄＢｍ／６ＭＨｚ） －７７ －３９ －７７ －３９ －７７ －３９ －７７ －３９ 

①ＡＴＴ減衰量（ｄＢ） １９ １８ ２５ ２４ １９ １８ ２３ ２３ 

ＬＴＥ上り入力電力（ｄＢｍ） 
（－１０ｄＢｍ－①） 

－２９ －２８ －３５ －３４ －２９ －２８ －３３ －３３ 

ＤＴＶ ＣＨ ４６ ５２ 

ＤＴＶ 信号レベル（ｄＢｍ／６ＭＨｚ） －７７ －３９ －７７ －３９ 

①ＡＴＴ減衰量（ｄＢ） ２７ ２５ ２７ ２３ 

ＬＴＥ下り入力電力（ｄＢｍ） 
（－５ｄＢｍ－①） 

－３２ －３０ －３２ －２８ 

ＤＴＶ入力端での、ＡＴＴ＝０ｄＢにおけるＬＴＥ上り信号入力レベル：－１０ｄＢｍ 

各項目ごとの最悪の特性を示したブースターのデータを以下に示す。 

（１） ＬＴＥ上り干渉試験 

（２） ＬＴＥ下り干渉試験 

ＤＴＶ入力端での、ＡＴＴ＝０ｄＢにおけるＬＴＥ下り信号入力レベル：－５ｄＢｍ 

ＤＴＶ入力端でのＣ／Ｎは以下の通り。 
 ・ＤＴＶ希望波入力レベルがー７７ｄＢｍのとき、ブースタ入力端におけるＣ／Ｎは２９．２ｄＢ 
 ・ＤＴＶ希望波入力レベルがー３９ｄＢｍのとき、ブースタ入力端におけるＣ／Ｎは６６ｄＢ 
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